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平

和

と

安

全

を

願
っ

て

「
平
和
と
安
全
の
都
市
」を
宣
言

区
は
、
1
0月
1
日
に
「
平
和
と
安
全
の
都
市
宣
言
」を

行
い
ま
し
た
。
今
回
の
宣
言
は
、
区
議
会
の
決
議
を
受

け
て
、区
制
7
0周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
寧
言
し

た
も
の
で
す
。

二
十
世
紀
は
、科
学
や
文
明
が
飛
躍
的
に
発
展
を
遂
げ
た
一
方
、二
度

の
世
界
大
戦
を
経
験
し
た
不
幸
な
世
紀
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

二
十
一
世
紀
を
、真
に
平
和
な
世
紀
と
す
る
た
め
に
は
「
国
家
の
安
全

保
障
」は
も
と
よ
り
、個
人
が
互
い
に
生
命
と
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、日

々
の
生
活
を
通
じ
て
豊
か
で
創
造
的
な
営
み
が
で
き
る
社
会
を
目
指
す

「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
考
え
方
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
に
は
、
地
球
規
模
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
の
保
全
、

貧
困
の
解
消
、
エ
イ
ズ
等
病
気
の
撲
滅
、テ
ロ
の
根
絶
、
麻
薬
な
ど
国
際

犯
罪
の
防
止
な
ど
に
、
広
く
世
界
の
国
々
、
諸
都
市
、
N
G
O
及
び
N
P

O
等
民
間
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

足
立
区
議
会
は
、
区
制
7
0周
年
に
あ

た
り
、
こ
う
し
た
思
い
を
広
く
区
民
と

共
有
し
、「平
和
で
安
全
な
都
市
」で
あ

る
こ
と
を
目
指
し
、
区
に
対
し
平
和
と

安
全
の
都
市
言
言
を
行
う
よ
う
強
く
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

右
、
決
議
す
る
。

平
成
1
4年
6
月
2
7日

足
立
区
議
会

▲ 記念石碑設置場所案内図

区
制
7
0周
年
「
平
和
と
安
全
心
都
市
宣
言
」記
念
講
演
会

「
平
和
と

安
全
の
都
市

宣
言
」
を
記

念
し
て
、「人

間
の
安
全
保

障
」に
関
す
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
=
1
0
月
2
6
日
出
、
午
前
1
0
時
～

正
午

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

◇
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

猪
口
孝
(
い
の
ぐ
ち
た
か
し
)
氏
・
:

昭
和
1
9年
新
潟
市
生
ま
れ
。
昭
和
4
1

年
東
京
大
学
教
養
学
部
卒
、
昭
和
4
9

年
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
エ
科
大
学
大

学
院
政
治
学
博
士
号
取
得
、
平
成
7

年
～
9
年
国
際
連
合
大
学
上
級
副
学

長
、
昭
和
6
3年
か
ら
惠
只
大
学
東
洋

文
化
研
究
所
教
授
と
な
る
。
研
究
分

野
は
比
較
政
治
、
京
ア
ジ
ア
政
治
、

国
際
安
全
保
障
な
ど

猪
口
孝
氏

基
本
構
想
を
策
定
す
る

区
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

今
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
が
激

し
く
、
平
成
4
年
に
策
定
し
た
現
在

の
基
本
構
想
は
、
策
定
時
と
現
状
に

大
き
な
違
い
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
区
民
と
の
「
協
働
」

の
基
に
、
新
た
な
基
本
構
想
を
策
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
基
本
構
想
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
か
ら
委
員
を
募
り
、
9
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。足

立
区
の
未
来
を
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

募
集
す
る
グ
ル
ー
プ

(
1
)小
・
中
学
生
(
小
学
5
・
6
年
生
。

中
学
I
・
2
年
生
)

(
2
)咼
校
・
大
学
生

(
3
)勤
め
人

(
4
)皀
営
業
者
(
商
店
・
工
場
な
ど
の

自
営
業
、
自
由
業
の
人
)

(
5
)幼
年
・
学
齢
期
の
子
育
て
中
の
親

(
6
)要
介
護
者
を
家
族
に
持
つ
人

(
7
)咼
齢
者
(
6
5歳
以
上
の
人
)

(
8
)外
国
人
(
日
本
語
で
の
会
話
が
可

能
な
人
)

(
9
)
団
塊
の
世
代
(
昭
和
2
2
～
2
4
年
生

ま
れ
の
人
)

内
容
=
新
基
本
構
想
の
策
定

※
月
I

回
程
度
の
会
合
を
予
定
。
場
所
と

時
間
は
各
グ
ル
ー
プ
で
調
整

対
象
=

各
グ
ル
ー
プ
と
も
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

定
員
=
各
グ
ル
ー

プ
1
0人
程
度

活
動
期
間
=
1
1月
～
1
5

年
6
月

報
酬
=
I

回
2
千
円

申
込
=
所
定
の
応
募
用
紙
(
区
施
設

で
配
布
。
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
)
か
、
封
書
・
(
ガ
キ

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
、
区
の
未

来
に
関
す
る
考
え
、
現
在
地
域
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
し
て

い
る
方
は
、
そ
の
内
容
を
明
記

用

紙
配
布
場
所
=
各
区
民
事
務
所
な
ど

期
限
=
1
0月
3
0日
必
着

※
選
考
な

ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
・
問
先
=

政
策
課

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
1
2

平和と安全の都市宣言

平和と安全は、私たち共通の願いです。
かけがえのない、美しい地球に住む私

たちには、この星を大切に守り、水と緑
に囲まれた歴史と伝統のある郷土を次
の世代に引き継ぐ責務があります。
区制70周年にあたり、「人間の安全保

障」の考え方に立って、足立区は、平和
で安全な都市であることを宣言レ 区民

あげて国際社会の平和と安全を維持す
るために貢献することを誓います。
平成14年10月1 日

足立区

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド

4
・
5
面
▽
1
3年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し
/
名
誉
区

民
顕
彰
・
足
立
区
功
労
者
表
彰

6
・
7
圜
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
　

掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
お
は
や
し
天
国
～
あ
だ
ち
の
郷
土
芸

能
～
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

情報キャッチ! !
好きです。あだち

10月21日～27日
午前9時30分/ 午後O時30分/
午後9時30分
ヶ- ブルTV 足立( 9CH)

◎ 区の木…さくら皀?/ 区の花…チューリップ,
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは

10 月11 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

03880 ―5111( 代)

凡
例

・ 魚 劔 ・ ・
地・

嘸 し 靱 尠 墺 讖

存卜・。徒i 地, 徒- べI 丶徒- ; … … … … … … 冫徒` 徒澀一徒丁。すS

争 廟 糶j
・l t

・, 申j じ 応 み 繼 攤

秦 菷 ・ 嶼1 ・ 輯 矚 ・
区t 41

啝 臀4

魚 し 込 軅 劔
・

聞 な 噛 ね 竸 抛

争
貪 抛 ぬ 鈿 羹 ぬ 齟6 嗚 ぬ ば 無 鶫

医
療
費
の
自
己
負
担

金
が
変
わ
り
ま
し
た

1
0月
1
日
か
ら
老
人
保
健
法
改
正

に
伴
い
、
医
療
費
助
成
制
度
の
自
己

負
担
が
変
わ
り
ま
し
た
。

対
象
=
(

福
)・
(障
)・
(親
)の
各
医
療
証
を
持
っ
て

い
る
方

自
己
負
担
金
=
表
I

※
(

障
)・
(親
)医
療
証
を
持
っ
て
い
る
方

で
、
自
己
負
担
金
の
対
象
と
な
る
の

は
、「
円
謐
・
(食
)」の
表
示
が
あ
る
方

で
す
。「
(食
)」
の
み
の
表
示
の
方
は
入

院
時
の
食
事
療
養
費
(
変
更
な
し
)

の
み
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

問
先
=

▽
(福
)・
:高
齢
医
療
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

▽
(親
)…
家
庭
支
援
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
8
`
j

▽
(障
)…
障
害
給
付
係

表1( 福)・(障)・(親)医療証がある方の自己負担金

※ 低所得者とは、主たる生計維持者が住民税非課税の方です

(乳
)医
療
証
は

届
き
ま
し
た
か

1
4年
度
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
と
な
っ
た
方
へ
、
新
し
い

医
療
証
を
9
月
2
4日
に
発
送
し
ま
し

た
。
1
0月
以
降
医
療
機
関
で
受
診
す

る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
医
療
証
を

窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
保
険
証
や
家
族
の
状
況
に
変

更
が
あ
っ
た
方
は
、
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

□
郛
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
　

就
学
前
(
6
歳
に
達
し
た
日
以
降

最
初
の
3
月
3
1日
ま
で
)
の
乳
幼
児

を
養
育
し
て
い
る
家
庭
の
方
へ
、
保

険
診
療
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負
担

分
(
入
院
時
の
食
事
療
養
費
は
除

く
)
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
=
区

内
に
住
所
が
あ
り
、
国
民
健
康
保
険

や
社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
乳
幼
児
(
生
活
保
護
受

給
者
・
里
子
・
施
設
入
所
の
乳
幼
児

は
除
く
)

※
4
歳
に
な
っ
た
翌
月

か
ら
就
学
前
の
幼
児
を
養
育
し
て
い

る
保
護
者
に
は
、
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
いI

い
ず
れ
も
匚
卜

問
先
=
児
童
給
付
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

(親
)医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

(親
)医
療
証
の
現
況
届

1
0月
4
日
に
現
況
届
を
発
送
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
(親
)医
療
証
を
使
っ
て

い
る
方
の
資
格
の
確
認
と
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
証
の
確
認
の
た
め
必

要
で
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保

険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

期
限
=
1
0月
2
8日

※
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
1
5

年
分
の
図
医
療
証
を
送
付
で
き
ま
せ

ん

問
先
=
家
庭
支
援
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う

予
防
接
種
法
で
は
接
種
の
対
象
年

齢
と
標
準
接
種
年
齢
(
表
2
)
を
決

め
て
い
ま
す
。
住
民
登
録
を
し
て
い

れ
ば
、
標
準
接
種
年
齢
の
方
に
は
区

か
ら
通
知
が
届
き
ま
す
。
な
お
、
法

律
に
よ
る
対
象
年
齢
の
範
囲
内
で
あ

れ
ば
無
料
で
接
種
で
き
る
の
で
、
海

外
転
勤
な
ど
に
よ
り
標
準
接
種
年
齢

よ
り
早
く
接
種
を
希
望
す
る
方
、
通

知
の
な
い
方
は
保
健
所
・
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※
法
律
に
よ
る
対
象
年

齢
を
過
ぎ
る
と
、
無
料
で
は
接
種
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い

□
風
し
ん
予
防
接
種

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
予
防
の
た

め
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
勧
め
て
い

ま
す
。
表
2
の
風
し
ん
(
経
過
措
置
)

対
象
者
の
中
で
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
い
女
性
の
方
は
、
こ
の
機
会
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
接
種

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
母
子
健
康

手
帳
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

(
1
)
昭
和
5
4
年
4
月
2
日
～
6
2
年
‥
H
月

1
日
生
ま
れ
で
、
中
学
2
～
3
年
生

の
と
き
に
学
校
や
医
療
機
関
で
風
し

ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
方
(
法
定

接
種
)
(
2
)風
し
ん
、
M
M
R
(
麻
し

ん
・
風
し
ん
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
)
混

合
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
方
(
任
意
接
種
)
(
3
)風

し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
方

(自
然
感
染
)

※
接
種
前
に
風
し

ん
の
免
疫
の
有
無
を
確
認
し
た
い
方

の
た
め
に
、「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
(有

料
)
を
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
先
=
母
子
保
健
係

讐
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

ま
た
は
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

表3 保健総合センター一覧 表2 標準接種年齢および法律による対象年齢

注1 風しん( 経過措置) は法律改正によるものですO 接種期限は、15年9 月30日です
注2 小学1 年生、中学1 年生でもツベルクリン反応陰性の方はBCG を接種します

区
民
ま
つ
り
協
賛
事
業

心
と
身
体
の
不
思
議
な

空
間
体
験

□
心
の
調
和
を
求
め
て
・
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
体
験

日
時
=
1
0
月
1
9
一
日
出
、
午
前
1
0
時
～

正
午

対
象
=
乳
幼
児
を
育
て
て
い

る
保
護
者

講
師
=
大
門
多
美
氏
(
画

家
)

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

※
保
育
あ
り
(
申
し
込
み
時
に
受
け

付
け
)

申
込
=
電
話

持
ち
物
=

タ
オ
ル
ー
枚

□
親
子
で
ふ
わ
ふ
わ
モ
コ
モ
コ
・
羊

毛
ボ
ー
ル
作
り

日
時
=
1
0月
1
2日
出
、
午
後
2
時
～
4

時

対
象
=
2

歳
以
上
の
乳
幼
児

と
保
護
者

※
親
子
で
の
参
加

講

師
=
小
沢
智
恵
子
氏
(
シ
ュ
タ
イ
ナ

ー
研
究
家
)

定
員
=
3
0組
(
先
着

順
)

費
用
=
2
0
0円(
材
料
費
)

申
込
=
電
話

持
ち
物
=
タ
オ
ル
ー

枚

-

い
ず
れ
も
匚
卜

場
・
申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー日

(
3
6
0
6
)
1
3
3
1
徒
>

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

秋
の
土
曜
相
談

日
時
=
1
0
月
1
2
日
出

、
午
前
9

時
～

午
後
5

時

※
フ
ァ
ク
ス
と
E

メ
ー

ル
は
2
4
時
間
受
付
(

回
答
は
月
曜

日
)

内
容
=
子
育
て
や
家
庭
に
関

す
る
相
談

申
・
問
先
=

こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
1

徒
w

隰
(
3
6
0
6
)
7
4
4
4

E
メ
ー
ル
=
k
a
z
e
n
o
k
o
O
c
i
t
y
.
a
a
a
c
m
.
T
O
K
y

〇
・一
'
)

江
北
幼
児
教
室
募
集

期
間
=
1
0
月～
1
5
年
3
月
ま
で
の
月

I
回
、
午
前
1
0
時
3
0
分～
1
1
時
3
0
分 ※

第
1
回
目
は
1
0
月
2
5
日
吻
対
象

=
I
歳～
I
歳
6
ヵ
月
ま
で
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

内
容
=
子
育
て
の

情
報
交
換
・
学
習
/
遊
び
を
と
お
し

た
友
だ
ち
づ
く
り

定
員
=
3
0
組

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

甲
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
=
1
0
月
3
1
日
困
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
東
和
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー

内
容
=
妊
娠
中
に
必
要
な
栄

養
の
話
/
料
理
実
習
/
試
食
/
食
生

活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
加
工
食

品
を
上
手
に
取
り
入
れ
た
料
理
作
り

定
員
=
2
5人
(
先
着
順
)

費
用
=
3
0
0

円
(
材
料
費
)

持
ち
物
=
エ
プ

ロ
ン
/
三
角
き
ん
/
ふ
き
ん
/
筆
記

用
具

申
・
問
先
1

甲
央
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

日
(
3
8
8
0
)
5
3
5
″
D

食
生
活
講
演
会

日
時
=
1
0
月
2
1
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
お
い
し
く

食
べ
て
よ
り
健
康
に
、
よ
り
美
し
く

講
師
=
藤
井
仁
乃
氏
(
フ
ー
ド
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
)

定
員
=
6
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
保
健
栄
養
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
″
D

第
1
3回
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ

ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

隣
接
す
る
神
明
住
区
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
と
共
同
で
開
催
し
ま
す
。
日

時
=
‥
1
1
1
1
一
月
1
0
日
回
、
午
前
1
0
時
～
午

後
3

時

内
容
=

バ
ザ
ー
/
音
楽
演

奏
/

模
擬
店
/

喫
茶
/

体
験
コ
ー
ナ

ー
な
ど

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

セ
ン
ター
に
通
所
し
て
い
る
方
と

一
緒
に
祭
り
を
楽
し
み
、
盛
り
上
げ

て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
日
時
=
H
月
1
0
日
回
、

午
前
9
時～
午
後
4
時
対
象
=
高

校
生
以
上

内
容
=

通
所
介
助
ノ
イ

ベ
ン
ト
手
伝
い
/
模
擬
店
手
伝
い
な

ど

期
限
=
1
0
月
2
5
日

-

い
ず
れ
も
匚
卜

場
・
申
・
問
先
=

東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

啻
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

と
ん
が
り
ぼ
う
し

カ
ー
ニ
バ
ル
2
0
0
2

日
時
=
1
0
月
2
7
日
回
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

内
容
=
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
ノ
音
楽
会
/
体
験
コ
ー
ナ
ー
ノ

流
し
踊
り
/
模
擬
店
な
ど

※
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

場
・

問
先
=
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー

啻
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だち
2
1

健
康
づ
く
り
と
運
動

区
民
健
康
調
査
で
、
意
識
し
て
健

康
の
た
め
に
歩
い
て
い
る
人
は
4
5
%

で
し
た
。

そ
こ
で
、「
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く
歩
こ

う
≒
一
緒
に
運
動
す
る
仲
間
を
つ
く

ろ
う
≒
積
極
的
に
外
出
し
よ
う
」
と

い
う
健
康
づ
く
り
生
活
ス
タ
イ
ル
の

提
案
で
す
。歩
く
歩
数
が
多
い
ほ
ど
、

動
脈
硬
化
予
防
の
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
高
く
な
り
、
肥
満
防
止
に
も

な
る
な
ど
生
活
習
慣
病
予
防
の
効
果

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
活
が
便
利
に
な
り
、
体
を
動
か

す
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
私
た

ち
は
、
努
力
し
て
体
を
動
か
さ
な
い

と
運
動
不
足
に
な
り
ま
す
。
運
動
効

果
を
あ
げ
る
に
は
少
な
く
と
も
1
回
1
0

分
以
上
の
継
続
が
大
切
で
す
。
さ

ら
に
2
0分
以
上
運
動
す
る
と
体
脂
肪

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
燃
え
る
割
合

が
多
く
な
り
ま
す
。
目
標
は
、
1
日
1

万
歩
で
す
。

運
動
は
体
調
に
合
わ
せ
て
、
楽
し

み
な
が
ら
、
続
け
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
足
立
保
健
所
調
整
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高
齢
者
セ
ミ
ナ
ー
(
2
日
制
)

「
口
の
乾
き
」が
気
に
な
る
方
へ

日
時
等
=
表
4

定
員
=
4
0人
(
先

着
順
)

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健
係

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表4 「口の乾き」高齢者セミナー

※ いずれも水曜Eヨ。時間は、午後1時30分～3時30分

中
途
視
覚
障
害
者

短
期
教
室

日
時
=
H
月
1
9
日
㈹
・
9
1
一
日
困
・
2
2

日
吻
、
午
後
1
時
～
4
時
場
所
=

区
役
所

対
象
=
区
内
在
住
で
疾
病

や
事
故
に
よ
り
目
に
障
害
が
あ
り
、

初
め
て
参
加
す
る
方
(
付
き
添
い
の

方
・
家
族
・
関
係
者
の
参
加
可
)

内
容
=
自
杖
・
誘
導
歩
行
に
つ
い
て
/

福
祉
用
具
に
つ
い
て
/
情
報
交
換

会

※
都
・
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
支
援

定
員
=
1
0
人
程

度
(

抽
選
)

申
込
=
電
話

期
限
=
1
0

月
3
1
日

申
・
問
先
=

東
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係

g
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業

係
{
一
″
(
3
8
5
3
)
0
6
3
ク
`

糖
尿
病
予
防
教
室

健
診
結
果
を
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
よ
う
(
3
日
制
)

日
時
等
=
表
5

対
象
=
健
康
診
断

な
ど
の
糖
尿
病
検
査
で
要
注
意
(
空

腹
時
血
糖
1
1
0咤
/
齠
以
上
・
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
A
l
C
5

。
5
%以
上
)
と
言
わ

れ
た
方

定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中

央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

表5 糖尿病予防教室日程等

※ いずれも月曜日O時間は、午後1時30分～　
3時30分

高
脂
血
症
予
防
教
室

日
時
等
=
表
6

内
容
=
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
の
値
を
改
善
す

る
た
め
の
正
し
い
知
識
と
予
防
法

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表6 高脂血症予防教室

※ いずれも時間は、午後1時30分～3時30分
※ 10/ 24 は動きやすい服装、運動靴で来てくださいO また、最新の
血液検査データをお持ちの方は、持参してください

区
制
7
0周
年
記
念

「
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
央
本
町
」

日
時
等
=
表
7
対
象
=
6
0
～
6
9
歳

の
男
性

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中

央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

表マ 健廈だ学J 齔穴む八 べ刈J 貼り呎冂 四 等

※ いずれも時間は、午後I E持30分～3時30分

家
族
の
た
め
の
痴
ほ
う
講
演
会

「
よ
り
よ
い
介
護
の
た
め
に
」

日
時
=
1
1月
1
5日
窗
、
午
後
2
時
～

4
時

対
象
=
痴
ほ
う
症
の
方
を
介

護
し
て
い
る
家
族
、
関
係
者
ま
た
は

関
心
の
あ
る
方

内
容
=
痴
ほ
う
の

方
、
家
族
の
方
が
と
も
に
楽
に
な
る

た
め
の
具
体
的
な
対
応
の
し
か
た

講
師
=
関
山
寛
治
氏
(
せ
き
や
ま
心

療
内
科
・
神
経
科
医
院
院
長
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

仕
事
お
こ
し
・
就
労
支
援
の

た
め
の
訪
問
介
護
員
養
成
研

修
(
2
級
・
1
8
0
時
間
コ
ー
ス
)

□

説

明
会

日
時
=
1
0
月
1
5
日
㈹
、午
後
2
時
～

3
時
3
0
分
/
1
0
月
1
7
日
困
、午
前
1
0

時
～
1
1
時
3
0
分
/
1
0
月
1
7
日
困
、午

後
1
時
～
2
時
3
0
分
場
所
=
区
役

所

申

込
=

当
日

直
接

会
場

へ

□

研

修

説

明
会

の

い
ず

れ
か
に
出

席
し

た

方

へ

、
説
明

会
会

場

で
申
込

用

紙
を

配

布
し

ま
す

。

日
時
=
1
1
一
月

‥
1
1
1
1

一
日

～
1
5
年
1
月
3
1
日
、
午
前
9
時
～
午

後
5
時

場
所
=
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
製

靴
研
修
室
(
千
住
関
屋
町
8
-
8
)

対
象
=
全
日
程
出
席
で
き
る
区
内
在

住
の
方
で
、
訪
問
介
護
員
と
し
て
の

資
格
を
い
か
し
、
自
ら
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
立
ち
上
げ
た
い
と
希
望
す

る
方

定
員
=
4
0
人
(
作
文
に
よ
る

選
考
)

費
用
=
1
万
9
千
5
0
0円　

-

い
ず
れ
も
匚
卜

問
先
=
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

啻
(
5
9
7
8
)
2
1
8

″
a

ま
た
は
区
・
高
齢
計
画
課
計
画
推
進

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

区
制
7
0周
年
記
念

き
て
　
み
て
　
ふ
れ
て

実
感
!

足
立
の
介
護

□
展
示
等

日
時
=
1
0
月
2
5
日
脂
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

場
所
=
区
役
所
1
階
区

民
ロ
ビ
ー
・
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
福
祉
用
具
展
示
/
介
護
・
医

療
相
談
/
擬
似
体
験
コ
ー
ナ
ー
/
介

護
実
演
ほ
か

□
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
足
立
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
誇
れ
る
点
」

日
時
=
1
0月
2
5日
吻
、
午
後
6
時
～
8

時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

-

い
ず
れ
も
匚卜

問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給
付
係
　

豐
(
3
8
8
0
)
5
7
4

癶
j

認
証
保
育
所

開
設
希
望
事
業
者
募
集

区
で
は
、
東
京
都
認
証
保
育
所
の

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
A

型
(
駅
前
基
本
型
)
お
よ
び
B
型

(小
規
模
・
家
庭
的
保
育
所
)
の
認

証
保
育
所
を
1
5年
3
月
に
開
所
で
き

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

期
限
=

‥
H月
8
日

※
提
出
書
類
な
ど
に

つ
い
て
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
先
=
保
育
計
画
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
7
`
j

健
康
あ
だ
ち
2
1

～
女
性
の
た
め
の
講
座
～

区
内
の
乳
が
ん
死
亡
率
は
、
胃
が

ん
・
肺
が
ん
に
次
い
で
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
日
時
=
H
月
1
日
廁
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容

=
乳
が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
よ

う
、
最
新
の
検
査
と
治
療
法
を
学
ぶ

※
乳
が
ん
体
験
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
あ
り
ま
す

講
師
=
大
塚
恒
博

氏
(
井
上
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
科
医
長
)

場
所
=
エ
ル
ーソ
フ
イ
ア

定
員
=

7
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
l
g
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

「
女
性
の
た
め
の
ア
ル
コ

ー
ル
」
講
座

日
時
=
‥
1
1
月
1
5
日
吻
、
午
前
1
0
時
3
0

分
～
正
午
内
容
=
ア
ル
コ
ー
ル
と

の
上
手
な
付
き
合
い
方
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か

講
師
=
後
藤
恵
氏
(
成

増
厚
生
病
院
医
師
)

定
員
=
5
0
人

(先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・

申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

第
2
回

犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
時
=
‥
H
月
2
0
日
南
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
場
所
=
足
立
保
健

所
2

階
会
議
室

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
方

内
容
=
実
際
に
犬

を
使
っ
て
し
つ
け
方
の
基
本
を
学
び

ま
す

※
当
日
は
飼
い
犬
を
連
れ
て

こ
な
い
で
く
だ
さ
い

講
師
=
都
・

動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー
職
員

定

員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

申
・
問
先
=
生
活
衛
生
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

様
々
な
人
権
問
題
　
高
齢
者

「
平
均
寿
命
」の
大
幅
な
伸
び
や
子

ど
も
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
背
景
に
、
日
本
で
は
高
齢
化
が

急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
高
齢
者
に
対
す
る
差
別
や
基

本
的
人
権
の
侵
害
と
考
え
ら
れ
る
様

々
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
年
齢
が
高
い
と
い
う
理

由
で
、
就
職
や
社
会
参
加
の
機
会
を

奪
わ
れ
た
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
住
宅
の
賃
貸
を
断
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
金
融

商
品
の
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
た
り
、
悪
徳
商
法
の
犠
牲
に

な
っ
た
り
す
る
事
例
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

人
生
の
先
輩
と
し
て
、
豊
富
な
知

識
と
経
験
を
持
っ
て
い
る
高
齢
者

が
、こ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
こ
と
は
、
大
変
に
残
念
な
こ
と

で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

ま
ち
で
、
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
社
会
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
み
ん
な

が
、
日
ご
ろ
か
ら
高
齢
者
の
人
権
に

つ
い
て
共
に
考
え
、
社
会
全
体
で
支

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
れ
が
、
豊
か
な
高
齢
社
会
の
実

現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策

選

挙

豆

知

識

電
子
投
票
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

皆
さ
ん
は
ど
れ
く
ら
い
電
子
投
票

の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
電
子

投
票
と
聞
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
か
ら
投
票
で
き
る
と
思
っ
た
方

は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
実
際
に
は
今
ま
で
と
同
様
、

投
票
所
で
投
票
す
る
も
の
で
す
。
違

い
は
、
こ
れ
ま
で
候
補
者
名
を
書
い

て
い
た
投
票
用
紙
を
無
く
し
、
銀
行

の
現
金
自
動
預
入
払
出
機
の
よ
う
な

機
器
を
操
作
し
て
投
票
し
ま
す
。

電
子
投
票
は
、
無
効
・
疑
問
票
が

無
く
な
る
こ
と
や
、
手
作
業
に
よ
る

開
票
で
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
結

果
が
迅
速
に
公
表
で
き
る
な
ど
の
利

点
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
不
在
者
投

票
が
従
来
の
投
票
方
法
の
た
め
、
開

票
作
業
時
間
短
縮
の
妨
げ
に
な
っ
て

い
る
こ
と
や
、
導
入
に
は
億
単
位
の

お
金
が
か
か
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
区
で
は
今

の
と
こ
ろ
導
入
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
に
電
子
投
票

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
1
0月
1
2・
1
3日

の
区
民
ま
つ
り
で
模
擬
投
票
を
行
い

ま
す
。こ
の
機
会
に
、
電
子
投
票
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

検
察
審
査
員
候
補
予
定
者

の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

検
察
審
査
員
の
仕
事
は
、
検
察
審

査
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
検
察
官
の

し
た
不
起
訴
処
分
が
適
当
だ
っ
た

か
、
審
査
す
る
こ
と
で
す
。
任
期
は
6

ヵ
月
で
、
任
期
中
は
裁
判
所
の
非

常
勤
職
員
と
な
り
ま
す
。

検
察
審
査
員
は
3
度
の
く
じ
で
選

ば
れ
ま
す
。
ま
ず
、
市
区
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
権
を
持
っ
て

い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
く
じ
で
候
補

予
定
者
を
選
び
、
更
に
く
じ
で
候
補

者
み
に
絞
り
込
み
ま
す
。
最
後
に
、

候
補
者
の
中
か
ら
、
検
察
審
査
会
事

務
局
が
く
じ
で
検
察
審
査
員
を
選
び

ま
す
。

候
補
予
定
者
に
は
、
通
知
と
調
査

票
を
送
付
し
ま
し
た
。記
入
を
し
て
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

豐
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1
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1
3

年

度

決

算

5

年ぶり
黒

字

に

決
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
都
か
ら
の
補
助
金
・
交

付
金
な
ど
が
区
の
収
入
と
し
て
ど
の
く
ら
い
入
り
(
歳
入
)
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
(
歳
出
)
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
決
算
は
第
3
回
区
議
会
定
例
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
て
い
ま

す
。

実
質
単
年

度
収
支
が

5
年
ぶ
り
に
黒

字

に

1
3年
度
一
般
会
計
の
歳
入
(
グ
ラ

フ
ー
)
か
ら
歳
出
(
グ
ラ
フ
2
)
を

差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
、
5
5億
円

の
黒
字
で
す
。

さ
ら
に
実
質
単
年
度
収
支
で
も
、
8

年
度
以
来
5
年
ぶ
り
に
2
0億
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
(
グ
ラ
フ
3
)

経
常
収
支
比
率
は

7
0
%台
に

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
計
る
指
標

で
あ
る
経
常
収
支
比
率
は
7
9・
5
%

と
な
り
、
9
年
度
の
水
準
ま
で
改
善

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、特
別
区
交
付

金
な
ど
一
般
財
源
が
増
加
し
(

グ
ラ

フ
ー
)
、人
件
費
や
物
件
費
が
減
少
し

た
(
グ
ラ
フ
4
)
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

行
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
と
い
え
ま
す
。
(表
I
)

こ
の
よ
う
に
、
H
年
度
に
策
定
し

た
財
政
健
全
化
計
画
の
3
つ
の
目
標

の
う
ち
「
実
質
単
年
度
収
支
の
赤
字

解
消
」、「
経
常
収
支
比
率
8
0
%
以
下
」

を
達
成
し
ま
し
た
が
、
景
気
低
迷
に

よ
り
特
別
区
税
収
入
は
4
年
連
続
で

減
少
(
グ
ラ
フ
4
)
し
て
お
り
、
区

の
財
政
事
情
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
残
る
1
つ
の
目
標
で
あ

る
「
1
2
0億円
の
財
源
確
保
」
に
向
け

て
、
さ
ら
に
効
率
的
で
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
、
安
定
し
た
区
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。
特
別
会
計
決
算
額
は
表
2
の
と

お
り
で
す
。

=グラフ1　財源別歳入決算額

特定財源 876僮円38. 7%　( +10. 4%)
r怙ま 財蔆】俘徐が蛄まされ、蛄まの鐸瞽に

のみ使用できる財源

一般財源 1。38早7億円61. 3%　( +2. 2%)

【一般財源】使途が制約されず、どのような
経費にも使用できる財源

グラフ2　日的別歳出決算額 |%は合計額全体に対する構成比( %) は前年度に対する増減率|

【目的別歳出決算額】
歳出の使いみちを民生費( 社会
福祉関係)、教育費( 学校・社会教育関係)
などの施策の目的によって分類したもの

グラフ3 実質単年度収支の推移

グラフ4 性質別歳出と特別区税の推移

表1 経常収支比率
上位7 区( 23 区中)

表2 特別会計決算額

▲ 区の助成により、竹ノ塚駅構内に設
置されたエスカレーター

決
算
Q
&
A

Q
実
質
単
年
度
収
支
と

は
何
で
す
か
?

A
形
式
収
支
か
ら
翌
年

度
へ
の
繰
越
財
源
を
控

除
し
、
過
去
の
収
支
の
累
積
の
影

響
を
除
い
た
も
の
が
単
年
度
収
支

で
す
。
こ
れ
に
、
財
政
調
整
基
金

へ
の
積
立
金
や
地
方
債
繰
上
償
還

と
い
っ
た
実
質
的
な
黒
字
要
素
を

加
え
、
過
去
の
積
立
金
取
崩
し
な

ど
の
赤
字
要
素
を
差
し
引
い
た
も

の
が
実
質
単
年
度
収
支
で
す
。

簡
単
に
言
う
と
、
そ
の
年
の
収

入
で
そ
の
年
の
支
出
が
賄
え
た
か

ど
う
か
と
い
う
指
標
で
す
。

Q
経
常
収
支
比
率
と
は

何
で
す
か
?

A
地
方
税
や
普
通
交
付

税
な
ど
毎
年
度
経
常
的

に
収
入
さ
れ
る
一
般
財
源
が
、
人

件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
の

よ
う
に
毎
年
度
経
常
的
に
支
出
さ

れ
る
経
費
に
ど
の
程
度
充
当
さ
れ

る
か
を
示
す
割
合
で
す
。

家
計
に
例
え
れ
ば
、
毎
月
の
給

料
の
う
ち
、
光
熱
水
費
や
家
賃
な

ど
決
ま
っ
て
出
て
い
っ
て
し
ま
う

経
費
が
何
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
る
か
を
表
わ
す
も
の
で
す
。
こ

の
割
合
が
低
い
ほ
ど
余
裕
が
あ

り
、
急
な
出
費
や
レ
ジ
ャ
ー
に
も

お
金
を
使
う
こ
と
が
で
き
、
弾
力

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問
先
=
財
政
課
　
(
3
8
8
0
)
5
8
1
4 様

々
な
工
夫
で
経
費
を
削
減

本
庁
舎
の
古
紙
ご
み
が

業
務
用
封
筒
に
な
っ
た
!

区
の
封
筒
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
再
生

品
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

本
庁
舎
の
使
用
済
み
コ
ピ
ー
用
紙

な
ど
を
分
別
、区
内
業
者
が
回
収
し
、

製
紙
会
社
で
区
独
自
の
再
生
封
筒
を

作
っ
て
い
ま
す
。
1
3年
度
か
ら
区
民

の
皆
さ
ん
へ
送
付
す
る
封
筒
と
し
て

再
利
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

約
3
2万
4
千
枚
の
封
筒
を
使
用
し
、

古
紙
ご
み
約
3
。
5
tを
削
減
し
、
経
費

約
4
5万
円
を
節
約
し
ま
し
た
。

ま
た
、封
筒
の
ほ
か
に
文
書
保
存

箱
や
フ
ォ
ル
ダ
ー
、
ノ
ー
ト
の
「
エ

コ
あ
だ
ち
事
務
用
品
」
を
製
作
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、
1
3年
度
は
古
紙
ご
み

約
1
0
t
、経
費
約
2
5
0万円
を
削
減
し
、

地
球
環
境
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
問

先
=
庁
舎
リ
サ
イ
ク
ル

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
2
4

▲ 皆さんのお手元に届く
エコあだち封筒

1
0
月
2
1
日
～
2
7
日

は
行
政
相
談
週
間
で
す

暮
ら
し
の
中
で
の
、
国
の
仕
事
な

ど
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
、

行
政
相
談
委
員
(
表
3
)

が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
委
員
は
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
適
切
な
処
置

や
助
言
を
行
い
ま
す
。

□
特
設
相
談
を
開
設
し
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。
日
時
=
1
0

月
2
2日
吻
・
2
3日
南
、
午
後
1
時

～
4
時

場
所
=
区
役
所
1
階
区
民

ロ
ビ
ー

問
先
=
広
聴
相
談
係

▽
行
政
相
談
は
定
例
で
も
行
っ
て
い

ま
す
。
日
時
=
毎
月
第
3
金
曜
日
、

午
後
1
時
～
3
時

場
・
問
先
=
広

聴
相
談
係

g
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

表3 行政相談委員名簿

新

交

通

シ
ステ
ム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

荒
川
橋
り
ょ
う
工
事

日
暮
里
・
舎
人
線
の
荒
川
橋
り
ょ

う
は
、
5
月
末
に
橋
脚
工
事
が
ほ
ぽ

終
了
し
ま
し
た
。

現
在
、
工
場
で
橋
げ
た
を
製
作
し

て
お
り
、
今
年
末
か
ら
橋
げ
た
の
設

置
工
事
を
行
い
ま
す
。

橋
げ
た
の
設
置
工
事
は
、
荒
川
の

河
川
敷
を
利
用
し
て
行
い
ま
す
。
荒

川
は
東
京
の
水
害
を
防
ぐ
重
要
な
河

川
で
す
。
こ
の
た
め
、
河
川
敷
を
利

用
す
る
工
事
は
、
洪
水
の
危
険
が
少

な
い
H
月
か
ら
翌
年
5
月
ま
で
の
問

に
行
い
ま
す
。

橋
げ
た
の
設
置
工
事
は
、
け
た
を

設
置
す
る
場
所
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
方
法
で
行
い
ま
す
。「
仮
支
え
」と

い
わ
れ
る
仮
の
柱
を
用
い
た
り
、「
手

延
べ
式
」
と
い
わ
れ
る
仮
の
け
た
を

始
め
に
通
し
、
こ
れ
に
付
け
た
橋
げ

た
を
送
り
出
し
て
い
く
方
法
、
荒
川

を
利
用
し
、
台
船
に
載
せ
た
け
た
を

吊
り
上
げ
る
方
法
な
ど
に
よ
り
施
工

さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
工
事
に
よ
り
、
1
6年
5

月
末
に
は
、
荒
川
橋
り
ょ
う
の
け

た
設
置
工
事
が
完
了
す
る
予
定
で

す
。
問
先
=
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
1

只
}

荒川橋りょう612m

名
誉
区
民
顕
彰
・
足
立
区
功
労
者
表
彰

(敬
称
略
)

1
0月
1
日
「
区
民
の
日
」
に
、
区

制
7
0周
年
を
記
念
し
て
、
名
誉
区
民

顕
彰
並
び
に
足
立
区
功
労
者
表
彰
式

が
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
名
誉
区
民
の
お
ふ
た
り
に

は
、
鈴
木
区
長
か
ら
区
民
章
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
だ
四知
Jま
た
、
足
立
区
察
労

者
表
彰
で
は
、
自
治
功
労
、
社
会
福

祉
功
労
な
ど
1
4分
野
で
、
区
に
永
年

功
労
の
あ
っ
た
5
1
5人
の
方
が
表
蓼
さ

れ
ま
し
た
。
・
'
;

徒

新
名
誉
区
民
:
Ⅲ
勁

疲
、
鯨
岡
兵

輔区
1
0
周
年
記
念
特
別
表
彰
者

;
囑
7

徒・
[自
治
功
労
]

《
区
議
会
議
長
》
河
合
平
内
、
巻
田

清
治
、
白
石
正
輝
、
濱
崎
健
一
、
藤

沼
壯
次
、
中
嶋
勇
、
馬
場
繁
太
郎
、

瀬
田
富
男

《
区
議
会
副
議
長
》
山
本

明
儀
、
芦
川
武
雄
、
藤
崎
貞
雄
、
谷

中
慶
子
、
前
野
和
男
、
友
利
春
久
、

向
後
昭
三

《
区
議
会
議
員
》

今
井

重
利
、
野
中
榮
治
、
大
島
芳
江
、
針

谷
幹
夫

《
教
育
委
一貝
》
阿
比
留
初

代
、
荒
井
智
惠
子
、
伊
集
院
實
、
海

老
原
幹
雄
、
金
杉
晃
、
小
金
井
専
一
、

佐
々
木
一
彦
、
佐
藤
啓
子
、
多
田
か

っ
、
中
田
貢
弘
、
矢
萩
良
隆
、
横
山

武
士
{

監
査
委
員
》
岡
Ⅲ
尋
史
、
鈴

木
孝
二
概
乳
敏
郎

《
選
挙
管
理
委

員
}
久
保
滉
、
倉
又
俊
雄
、
栗
原
道

夫
、
小
久
保
雅
捷
、
野
口
節
い
八
田

正
和
、
古
庄
孝
夫
、
山
森
秀
雄
、
吉

田
建
典
、
吉
田
孝
一

《
農
=

貝
》

新
井
宏
治
、
新
井
正
二

離

郎
、

石
鍋
新
蔵
、」岩
佐
和
夫
、
江
川
武
雄
、

江
川
繼
麿
、
鴨
下
次
男
、
齊
藤
要
藏
、

鹿
濱
功
、
高
槁
久
藏
、
高
橋
三
郎
、

玉
本
英
雄
、
遠
山
甚
藏
、
鳥
海
由
男
、

寳
谷
洋
、
星
野
錦
吾
、
星
野
武
雄
、

星
野
広
、
堀
内
厚
、
増
田
久
助
、
山

崎
曷
吉
、
横
山
節
雄
、
渡
邉
光
喜

`
《
町
会
・
自
治
会
長
》
足
立
長
松
、

飯
野
泰
輔
、
井
上
市
三
郎
、
佐
藤
昭

二
、
鈴
木
太
一
郎
、
田
宮
勇
、
増
山

清
之
進

《
投
票
管
理
者
・
投
票
立
会

人
》
相
場
修
造
、
小
宮
年
子
、
野
中

にて
み
子
、
横
田
善
二
郎

《
消
防
団

員
》
浅
賀
和
夫
、
雨
間
秀
浩
、
飯
戝

勝
、
石
鍋
隆
二
、
岩
田
榮
治
、
宇
佐

美
常
雄
、
大
熊
孝
、
小
川
初
正
、
柿

沼
宏
明
、
木
村
宏
、
鯨
井
博
、
黒
田

正
宏
、
小
泉
昇
、
小
泉
保
延
、
幸
野

悦
郎
、
嶋
村
秀
雄
、
杉
山
進
、
鈴
済

次
男
、
鈴
木
啓
之
、
高
橋
秀
吉
、
竹

下
洋
己
、
那
須
正
義
、
野
部
庄
之
助
、

野
本
征
男
、
箱
崎
和
好
、
花
塚
金
气

羽
田
美
樹
、
福
出
治
源
、
福
原
徳
昭
、

星
野
隆
雄
、
星
野
敏
雄
、
細
田
幸
太

郎
、
増
田
長
吉
、
三
浦
啓
司
、
村
上

信
次
、
村
瀬
任
弘
、
柳
川
大
二
郎
、

吉
崎
芳
夫
、若
井
熊
治

《
行
政
功
労

者
》
稲
村
利
治
、
紙
谷
盛
人
、
長
井

嵜
二
郎
、
中
村
正

【
社
会
福
祉
功
労
】

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》
宇
田
川

フ
ミ
子
、
関
根
眞
教

《
保
護
司
》
大

出
保
子
、
大
島
文
夫
、
大
道
善
次
郎
、

加
藤
佳
正
、
小
林
見
壽
、
島
田
浩
、

鈴
木
眞
平
、
高
野
恒
幸
、
福
田
忠
男
、

横
山
有
教
、
渡
邊
貞
治

「
社
会
生
活
功
労
」

《
防
火
事
業
功
労
者
》
小
久
保
ヤ
ヱ
、

坂
田
實
枝
子
、
丹
野
澄
子
、
伏
見
清
、

星
野
光
明
、吉
田
一
枝

《
交
通
安
全

事
業
功
労
者
》
荒
井
忠
衞
、
武
井
武

次
、
廣
川
和
一
、
藤
沼
政
信
、
横
山

良「
公
衆
衛
生
功
労
」

《
公
衆
衛
生
行
政
功
労
者
》
清
水
浩

《
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
》
青
木
尚
、

青
木
芳
郎
、
浅
川
義
次
、
浅
見
陽
子
、

阿
出
川
剛
士
、
荒
井
文
紀
、
池
上
文

ヽ
則
、
石
井
崇
明
、
今
村
泰
三
、
岩
崎

い
勤
治
、
上
杉
隆
男
、
臼
井
進
、
宇
都

嘉
俊
、
江
口
壽
子
、
大
西
美
代
智
、

岡
野
義
三
、
荻
原
芳
樹
、
奥
村
み
よ
'

子
、
金
子
弘
志
、
黄
川
田
光
夫
、
北

畠
培
子
、
串
田
八
束
、
久
保
田
旦
志
、

小
宮
亀
夫
、
小
宮
喜
八
郎
、
齊
木
宏
、

佐
藤
義
洋
、
品
田
弘
二

清
水
清
忠
、

志
村
長
弘
、
鈴
木
晃
二

鈴
木
式
子
、

鈴
木
保
壽
、
角
郁
夫
、
関
根
亮
蔵
、

瀬
田
和
夫
、
高
田
渙
、
高
田
幸
子
、

滝
沢
伸
行
、
武
政
治
隆
、
田
中
弘
、

田
中
章
雄
、
田
中
富
美
子
、
塚
越
昭
、

寺
山
育
子
、
土
手
秀
三
、
中
本
勝
利
、

野
原
カ
ズ
子
、
橋
本
敏
雄
、
福
田
稔
、

船
田
孝
、
朴
順
京
、
堀
江
勉
、
松
崎

徒

元
、
松
崎
康
人
、
宮
久
保
束
秀
、
村
　

松
初
枝
、
矢
冨
溥
、
柳
澤
頼
雄
、
山

田
哲
郎
、
山
本
庸
子
、
借
田
三
郎
、

渡
邉
公
武

《
保
育
園
保
健
衛
生
功

労
者
》
飯
泉
正
助
、
田
中
良
、
角
田
　

志
朗
、
納
富
博
太
、
待
木
和
夫
、
本
　

橋
正
、
若
松
親
憲

「
学
校
教
育
功
労
」

《
私
学
振
興
功
労
者
》
芦
田
開
士
、

小
倉
甚
三
郎
、
川
口
法
也
、
北
村
富

佐
江
、
黒
川
信
次
、
小
宮
松
三
郎
、

鈴
木
貫
一
、
瀬
田
育
子
、
田
中
靖
子
、

千
葉
榮
典
、
野
尻
佳
宏
、
馬
場
重
雄
　

「
産
業
功
労
」

《
実
業
精
励
功
労
者
》
安
部
順
三
、

石
原
太
一
郎
、
大
橋
秀
安
、
金
子
治

郎
、
北
橋
幸
雄
、
小
中
清
義
、
関
口

宇
一
、
脊
戸
輝
夫
、
高
上
文
雄
、
冨

岡
利
根
雄
、
永
嶋
實
、
谷
古
宇
仙
藏

【
建
設
功
労
】

《
土
木
建
設
事
業
功
労
者
》
齊
藤
智

司
、
三
浦
昭
太
郎

【
統
計
功
労
】

海
老
原
省
三
、
榊
千
之
助
、
砂
川
金

司
、
竹
内
栄
一
、
冨
田
次
郎
、
能
星

松
子
、
本
多
重
光
、
増
Ⅲ
啓

【
納
税
功
労
】

新
田
目
隆
人
、
飯
岡
昭
二
郎
、
石
山

伊
佐
夫
、
大
庫
清
一
郎
、
鯨
井
良
一
、

瀬
田
安
弘
、
根
岸
正
次
、
森
谷
セ
冬

子
、
吉
田
幸
雄
、
渡
邉
守
章

一
文
化
功
労
」

《
文
化
事
業
功
労
者
》
岩
佐
マ
チ
、

大
熊
靖
彌
、渡
邉
勝
己
《
文
化
財
保

護
功
労
者
》
市
村
秀
雄
、
榎
本
豊
次

郎[体
育
功
労
]

《
体
育
事
業
功
労
者
》
五
十
嵐
幸
二

石
野
慶
一
、
伊
東
茂
晴
、
榎
本
俊
夫
、

べ
加
藤
昭
雄
、
川
上
敏
雄
、
久
保
Ⅲ
照

子
、
小
宮
山
剛
巨
、
佐
久
間
榮
吉
、

下
珥
行
雄
、
鈴
素
敏
夫
、
鑽
山
浩
司
、

長
潟
忠
男
ヽ
長
谷
`
ヽ
原
島
久
武
ヽ

堀
内
信
治
、
前
原
訶

、
本
山
安
治
、

吉
原
利
夫
y

1
4年
度
足
立
区
功
労
者

[自
治
功
労
]

調

《
区
議
会
議
員
》
鈴
木
秀
三
郎
、
瀬

沼
剛
、
但
藤
和
彦
《
町
会
・
自
治
会

長
》
青
木
武
夫
、
浅
岡
正
平
、
大
熊

芳
夫
、
鈴
木
啓
之
、
中
島
茂
雄
、
中

村
章
、
中
村
稲
子
、
野
本
昭
二
、
占

性
正
己
、
増
田
諌
《
投
票
管
理
者
・

投
票
立
会
人
》高
橋
明
一
《
消
防
団

員
》
石
川
光
雄
、
石
鍋
栄
『

石
鍋

晴
夫
、
市
川
徳
次
、
印
南
敏
行
、
大

賀
武
雄
、
太
田
弘
二
、
岡
田
太
一
、

岡
田
徳
幸
、
金
子
信
雄
、
小
久
保
浦
、

小
林
勝
】
、
齊
藤
照
男
、
齊
藤
悦
康
、

坂
田
敏
佚
、
鹿
濱
茂
、
清
水
正
、
須

賀
弘
志
、
曽
我
昭
男
、
高
山
延
之
、

中
田
文
雄
、
平
野
正
、
峯
岸
俊
弘
、

矢
島
隆
史
、。・山
崎
福
二
、
横
田
政
衛
、

渡
辺
孝
平

人
行
政
功
労
者
)
大
場
常

夫
、
由
岐
和
広

【
社
会
福
祉
功
労
】

《
社
会
t
虻
事
業
功
労
者
》
山
岸
夕

イ
子

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》

相
原
さ
と
子
、
阿
出
川
信
夫
、
荒
井

和
代
、
今
井
啓
子
、
梅
田
よ
し
江
、

大
嗔
信
子
、
岡
村
重
好
、
遠
田
實
、

川
艇
房
子
、
国
井
登
利
、
熊
倉
正
夫
、

栗
原
次
雄
、
源
崎
英
子
、
齊
藤
周
子
、

寒
河
江
ナ
ヲ
、
塩
見
美
代
子
、
篠
田

節
子
、
清
水
一
弥
、
清
水
正
雄
、
下

田
尚
保
、
須
賀
忠
一
、
鈴
木
惠
美
子
、

當
麻
勝
彦
、
高
野
敏
枝
、
福
澤
妙
孝
、

星
野
洋
子
、
細
川
高
明
、
堀
家
幸
子
、

水
野
は
な
子
、
村
山
道
隆
、
矢
部
圭

子
、
山
本
茂
、
渡
遵
小
枝
子

《
保
護

司
》
浅
香
新
次
郎
、
塚
原
正
子
、
古

石
爲
律
子
、
吉
岡
初
枝

【
社
会
生
活
功
労
】

錺

火
事
業
功
労
者
》
芦
川
英
子
、

金
子
(

ナ
、
重
松
勝
八
郎
、
白
梅
勇

藏
、
舛
田
七
右
衛
門
、
水
村
千
足
　

《
防
犯
事
業
功
労
者
》
石
川
金
市
　

《
交
通
安
全
事
業
功
労
者
》
川
上
雅

俊
、
前
嶋
義
雄

一
公
衆
衛
生
功
労
1
1

《
公
衆
衛
生
行
政
功
労
者
》
隈
崎
達

夫

《
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
》
鎌
田

博
子
、
權
守
將
、
竹
内
博
通
、
田
所

和
廣
、
坪
井
秀
介
、
本
田
昭
溥
、
松

野
敬
宣
、
茂
木
元
介

【
社
会
教
育
功
労
】

《
P
T
A

会
長
》
漆
原
康
次
、
岡
野

寛
、
角
田
純
、
菅
野
治
、
小
山
純
一
、

坂
井
成
二

庄
司
公
七
、
鍋
谷
哲
司
、

花
井
友
司
、
春
木
正
道
、
測
上
隆
、

増
田
岩
雄
、
横
田
正
実

[産
業
功
労
一

《
実
業
精
励
功
労
者
》
有
野
芳
邦
、

江
森
清
二
、
小
倉
英
夫
、
恩
田
信
雄
、

輿
石
喜
芳
、
小
島
信
二
郎
、
鈴
木
勝

廣
、
田
中
顯
、
都
築
義
範
、
林
千
尋
、

肥
後
留
太
郎
、
廣
木
邦
昭
、
吉
田
正

男一
建
設
功
労
1
1

《
土
木
建
設
事
業
功
労
者
》
田
中
宏

昌
、
萩
原
知
、
横
山
力

《
ま
ち
づ
く

り
事
業
功
労
者
》
赤
羽
敬
司
、
五
十

嵐
政
一
、
北
岡
隆
、
古
野
間
讓
、
鈴

木
利
次
、
中
島
勝
正
、
北
條
隆
司
、

松
本
捷
三

一
統
計
功
労
一

浅
賀
清
三
郎
、
石
井
春
江
、
石
鍋
長

吉
、
井
殿
忠
康
、
稲
葉
卓
、
伊
吹
秀

子
、
岩
佐
武
治
郎
、
大
里
昭
二
、
大

室
博
、
梶
山
t
サ
ヲ
、
神
長
罌
、
木

村
幸
子
、
近
藤
紀
美
江
、
佐
々
木
輝

子
、
栃
原
明
直
早
、
野
口
義
明
、
濱

秀
次
、
星
子
秀
雄
、
本
杉
英
臣
、
森

清
二

森
田
貞
雄

一
納
税
功
労
」

飯
Ⅲ
雅
信
ヽ
磯
川
任
弘
ヽ
市
川
俊

、

伊
奈
武
三
郎
、
大
羽
賀
弘
、
北
輜

べ

小
池
キ
季
子
プ
小
林
清
吾
ブ
柴

田
健
、
下
島
謹
治
、
南
雲
正
利
、
西

村
次
雄
、
森
田
勇
、
吉
野
カ
ヨ

一
文
化
功
労
】

《
文
化
事
業
功
労
者
》
朝
倉
あ
や
ゑ
、

新
井
榮
子
、
折
笠
キ
ミ
子
、
金
子
晁
、

亀
井
喜
浩
、
佐
藤
忠
助
、
新
家
ミ
ツ
、

高
橋
弘
一
、
滝
口
美
津
江
、
中
里
勝

男
、
橋
本
由
夫
、
藤
波
由
親

《
文
化

財
保
護
功
労
者
》
鈴
木
孝
和

[体
育
功
労
1
1

《
体
育
事
業
功
労
者
》
飯
島
幸
江
、

飯
田
剛
雄
、
大
室
武
二

小
川
芙
美

子
、
澤
村
誠
司
め、徒長
塚
敏
子

箍
行
者
“

秋
山
啓
司
ヽ
足
も
絎

昌

一

金
庫
理
事
長
井
上
映
治
、
足
立
民
孱

協
会
理
奈
長
須
山
峰
月
、
梅
澤
淳
、

興
野
銀
座
好
友
会
会
長
飯
塚
智
子
、

株
式
会
社
梅
元
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
代
表

取
締
役
里
政
夫
、
株
式
会
社
神
町
屋

鞄
製
作
所
代
表
取
締
役
生
田
順
洸
、

株
式
会
社
三
共
Ⅲ
中
従
業
員
一
同
、

株
式
会
社
ワ
イ
ズ
マ
ー
ト
代
表
取
締

役
吉
野
秀
行
、
金
子
政
雄
、
菊
池
運

輸
株
式
会
社
代
表
取
締
役
菊
池
八

郎
、
木
村
多
喜
子
、
在
日
本
朝
鮮
人

足
立
商
工
会
会
長
李
義
雄
、
清
水
延

晏
、
社
団
法
人
足
立
法
人
会
会
長
鈴

木
又
右
衛
門
、
社
団
法
人
東
京
都
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
足
立
区
支
部
支

部
長
増
田
諌
、
城
北
ヤ
ク
ル
ト
販
売

株
式
会
社
愛
飲
者
一
同
、須
藤
憲
一
、

竹
勇
会
会
長
猪
狩
勇
、
東
京
都
公
衆

浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
足
立
支

部
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
足
立

支
部
、
東
京
足
立
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
会
長
松
本
峰
男
、
ほ
ね
つ
ぎ
め
だ

か
の
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

あ
じ
さ
い
、
南
花
畑
商
店
会
会
長
今

中
光
男
、
立
正
佼
成
会
足
立
教
会
教

会
長
中
村
浩
士
、
立
正
寺
代
表
小
西

泉
隨
、
ル
ミ
ネ
会

【
人
命
救
助
】
飯
塚
茂
、
井
上
明
、

尾
形
武
男

。小
川
大
至
、児
玉
国
雄
、

武
田
麗
、立
石
秀
男
、田
中
英
理
子
、

仲
里
猛
、
中
島
淳
一
、
中
島
ノ
リ
子

《
総
務
係
》
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納
税
は
納
期
ま
で
に

1
4年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第
3

期
分
の
納
期
限
は
、
1
0月
3
1日
で

す
。
早
め
に
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
の

金
融
機
関
、
区
役
所
、
区
民
事
務
所

な
ど
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
口
座

の
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税
第
丁

第
二
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6
8
7

も
う
1
枚
の
保
険
証

(学
)・
(遠
)の
保
険
証

家
族
の
一
部
が
住
ま
い
を
離
れ
る

場
合
、
国
民
健
康
保
険
証
を
家
族
と

分
け
て
別
に
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
孛
(
学
生
用
)
の
保
険
証
・
:
お
子

さ
ん
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て
就
学

す
る
と
き
、
世
帯
主
が
そ
の
方
の
生

活
費
な
ど
を
援
助
し
て
い
る
場
合

▽
騰
(
遠
隔
地
用
)
の
保
険
証
・
:家

族
が
旅
行
・
出
張
な
ど
で
1
ヵ
月
以

上
、
2
3区
外
に
離
れ
る
と
き
や
、
区

外
の
施
設
に
入
所
す
る
場
合

申
・
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格

賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

国
民
年
金
2
0
歳
、

6
0歳
を
迎
え
る
方
へ

□
2
0
歳
に
な
る
方
へ

2
0歳
に
到
達
す
る
前
月
に
、
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
国
民
年
金
調
査
票

(兼
加
入
届
)
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
、
区
民
事
務
所

ま
た
は
国
民
年
金
課
に
忘
れ
ず
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

□
6
0
歳
に
な
る
方
へ

6
0歳
に
到
達
し
た
翌
月
に
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
へ
、
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
加
入
期
間
終
了
の

通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
高
齢
任
意

加
入
す
る
方
は
、
手
続
き
が
必
要
で

す
。
申
先
=
国
民
年
金
課
適
用
係

-

い
ず
れ
も
匚
卜

問
先
=
国
民
年
金
課
適
用
係

g
(
3
8
8
0
)
5
8
4
`
j

年
金
教
育
資
金

貸
し
付
け

年
金
積
立
金
の
運
用
と
し
て
、
高

校
・
大
学
な
ど
の
入
学
金
な
ど
に
か

か
る
貸
し
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
=
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
被

保
険
者
で
、
加
入
期
間
が
合
算
し
て
1
0

年
以
上
あ
り
、
過
去
2
年
間
す
べ

て
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
/
年

収
9
9
0万円
(
事
業
所
得
者
に
つ
い
て

は
7
7
0万円
)
以
内

内
容
=
高
校
、

大
学
、
専
修
学
校
、
予
備
校
、
各
種

学
校
に
入
学
、
ま
た
は
在
学
中
に
必

要
な
費
用
(
入
学
準
備
費
用
、
授
業

料
、
下
宿
代
、
受
験
料
、
在
学
中
の

国
民
年
金
保
険
料
な
ど
)

限
度
額
=

国
民
年
金
:
5
0万
円
/
厚
生
年
金
:
1
0
0

万
円

貸
付
利
率
=
年
利
2
.
1
%

返
済
期
間
=
1
0年
以
内

申
先
=

社
会
保
険
福
祉
協
会

`
一
一
″
(
3
5
9
5
)
3
2
5
7

問
先
=
国
民
年
金
課
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

年
金
健
康
保
養
施
設

国
民
年
金
健
康
保
養
施
設
は
、
国

民
年
金
の
加
入
者
、
受
給
者
お
よ
び

そ
の
家
族
の
保
養
や
健
康
づ
く
り
な

ど
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
福
祉
施
設
で
す
。国
民
年
金
会
館
・

健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
・
総
合
健
康
セ

ン
タ
ー
の
3
タ
イ
プ
が
あ
り
、
現
在
5
9

施
設
が
全
国
各
地
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
、
結
婚

式
や
パ
ー
テ
ィ
ー
、
合
宿
や
研
修
な

ど
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し

く
は
国
民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
の

窓
口
に
お
い
て
あ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
ゆ
と
り
す
と

」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
=

ど
な
た
で
も
可

※
国
民
年

金
の
加
入
者
・
受
給
者
は
割
安
で
利

用
で
き
ま
す

申
込
=
直
接
施
設
へ

問
先
=

国
民
年
金
課
調
整
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

介
護
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

年
金
天
引
き
で
な
い
方
・
年
金
天

引
き
さ
れ
て
い
る
方
で
も
調
整
分
が

あ
る
方
に
は
、
7
月
中
旬
に
納
付
書

を
送
付
し
ま
し
た
。

▽
納
期
は
毎
月
末
日
で
す

介
護
保
険
制
度
の
安
定
運
営
の
た

め
、
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。納
期
を
過
ぎ
て
納
付
す
る
と
、

行
き
違
い
で
督
促
状
が
届
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
二
重
払
い

し
な
い
よ
ケ
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
2
年
で
時
効
に
な
り
ま
す

時
効
を
過
ぎ
る
と
、
支
払
い
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
過
去
1
0年
間
で

時
効
に
な
っ
た
保
険
料
が
あ
る
方

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
時
の

利
用
料
が
3
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
料
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

都
営
・
区
営
住
宅
(
家

族
向
け
)
入
居
者
募
集

申
込
用
紙
配
布
期
間
=
1
0
月
2
2
日
～

2
9日
(

土
・
日
曜
日
は
除
く
)

※
く

わ
し
く
は
、「
申
込
用
紙
(
申
込
の
し

お
り
)
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

配
布
場

所
=

住
宅
管
理
係
ま
た
は
各
区
民
事

務
所
(

予
定
枚
数
に
達
し
次
第
配
布

終
了
)

問
先
=

住
宅
管
理
係

`
一
一
″
(
3
8
8
0
)
5
9
3
Q
り

区
民
税
等

徴
収
嘱
託
員
募
集

対
象
=
区
内
在
住
の
方
内
容
=
主

に
戸
別
訪
問
に
よ
る
特
別
区
民
税
・

都
民
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康

保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
集
金
定

員
=
若
千
名
勤
務
内
容
等
=
1
2
月

1
日
～
1
5
年
3
月
3
1
日
の
月
1
8
日
　

(休
日
、
夜
間
を
含
む
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
)
/
基
本
給
…
日
額
5
千
5
9
7

円
十
能
率
給

※
更
新
可

申
込
=

自
筆
履
歴
書
と
作
文
「
私
と
税
金
」

(
8
0
0
字
程
度
)
を
持
参

選
考
=
書

類
審
査
お
よ
び
面
接

期
限
=
1
0月
2
5

日

申
・
問
先
=
納
税
管
理
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
5
0

建
物
を
新
築
す
る
方

な
ど
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
区
域
で
、
建

物
を
新
築
・
増
改
築
な
ど
で
出
入
口

を
変
更
す
る
場
合
は
、
新
た
に
住
居

番
号
(
住
所
)
を
決
め
る
た
め
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が

な
い
と
、
住
民
票
の
異
動
な
ど
の
手

続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
建
築
確
認
済

証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
案
内
図

と
配
置
図
(
建
築
確
認
書
一
式
の
中

に
あ
り
ま
す
)
を
用
意
し
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建
物
は
そ

の
ま
ま
で
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
建
物

の
名
称
を
変
え
た
場
合
も
届
け
出
が

必
要
で
す
。
※
住
居
表
示
板
(緑
色

の
ア
ル
ミ
板
)
を
破
損
・
紛
失
し
た

場
合
、
窓
口
で
無
料
に
て
再
交
付
し

ま
す

問
先
=
住
居
表
示

就
学
相
談

1
5
年
4
月
に
小
学
校
入
学
予
定

で
、
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
の
就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
の
教
育
の
場
な
ど
に

つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
日
時
=
毎
週
月
～
金

曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
教
育
研
究
所

豐
(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

現
在
持
っ
て
い
な
い

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

の
税
金
を
払
っ
て
い

ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
、

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原

動
機
付
自
転
車
や
軽
二
輪
、
二
輪
小

型
自
動
車
、
軽
四
輪
自
動
車
な
ど
を

持
っ
て
い
る
方
で
、
次
に
該
当
す
る

方
は
届
け
出
を
す
れ
ば
1
5年
度
以
降

の
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
対
象
=

盗
難
さ
れ
た
ま
ま
見
つ
か
っ
て
い

な
い
方
(
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て

も
廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け
出

を
し
な
い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
り

し
た
方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
方

問
先
=
表
I

表1 軽自動車税問い合わせ先一覧

住
居
表
示
板
を

取
り
替
え
ま
す

佐
野
一
～
二
丁
目
、
辰
沼
一
～
二

丁
目
、
本
木
一
～
二
丁
目
、
椿
一
～

二
丁
目
に
取
り
付
け
て
あ
る
「
街
区

表
示
板
」
と
、
各
建
物
に
取
り
付
け

て
あ
る
「
町
名
表
示
板
≒
住
居
番
号

表
示
板
」
の
う
ち
、
変
色
し
た
り
、

壊
れ
た
り
し
た
も
の
を
取
り
替
え
る

作
業
を
行
い
ま
す
。
取
替
作
業
は
区

役
所
の
腕
章
を
つ
け
た
委
託
業
者
が

行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
期
間
=
H
月
上
旬
～
1
2

月
下
旬

問
先
=
住
居
表
示

保
存
樹
木
・
樹
林
の

指
定
制
度

急
速
な
都
市
化
が
進
み
、
大
樹
・

樹
林
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。こ
の
貴
重
な
緑
を
地
域
の
財

産
と
し
て
保
護
し
、
次
世
代
に
引
継

ぐ
た
め
、
所
有
者
・
管
理
者
の
申
請

に
基
づ
き
指
定
し
て
い
ま
す
。
9
月
1

日
現
在
、
保
存
樹
木
3
9種
6
8
8
本
、

保
存
樹
林
5
ヵ
所
(
8
千
5
6
0
㎡
)
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
存
樹
木
・

樹
林
指
定
基
準
=
樹
木
・
:樹
高
1
0
m

以
上
、
地
上
口
m
で
幹
周
1
。
2
m
以
上
/

樹
林
…
樹
木
の
集
団
が
占
め
る
面

積
が
3
0
0
m
以
上

問
先
=
み
ど
り
の

ま
ち
づ
く
り
係

公
認
私
立
幼
稚
園
な
ど
の

園
児
の
保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象

=
区
内
在
任
の
満
3
～
5
歳
児
(
8

年
4
月
2
日
～
1
1
一
年
4
月
1
日
生
ま

れ
ま
で
の
園
児
。
ま
た
、
‥
H年
4
月
2

日
以
降
生
ま
れ
の
園
児
は
満
3
歳

の
誕
生
月
か
ら
)
を
幼
稚
園
へ
通
園

さ
せ
て
い
る
保
護
者

申
込
=
区
内

幼
稚
園
在
籍
…
各
幼
稚
園
/
区
外
の

幼
稚
園
在
籍
…
直
接
ま
た
は
幼
稚
園

を
と
お
し
て
申
請

※
申
請
書
は
、

各
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
学
務
課
で
配

布
し
ま
す

補
助
金
額
=
市
区
町
村

民
税
所
得
割
課
税
額
に
よ
り
、
算
出

し
ま
す

問
先
=
学
務
課
助
成
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

1
5年
4
月
入
園
の

区
立
幼
稚
園
児
募
集

募
集
す
る
園
=
表
2
対
象
=
区
内

在
住
の
4
歳
児
(
1
0
年
4
月
2
日
～

‥
1
1
1
1
一
年
4
月
1
日
生
)
/
5
歳
児
(
9

年
4
月
2
日
～
1
0
年
4
月
1
日
生
)

定
員
=
4
歳
児
(
全
幼
稚
園
と
も
各

3
2
人
)
/
5
歳
児
(
全
幼
稚
園
と
も

各
若
干
名
)
※
障
害
が
あ
る
幼
児

は
、原
則
と
し
て
1
学
級
2
人
ま
で

受
付
日
時
=
H
月
1
日
窗
・
5
日

㈹
、午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
受
付

場
所
=

入
園
希
望
の
各
区
立
幼
稚
園

※
募
集
要
項

、
申
込
用
紙
は
各
区
立

幼
稚
園
、
区
民
事
務
所
、
児
童
館
、

住
区
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
、
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
、
学
務
課
で
1
0
月
1
5
日

閃
か
ら
配
布
(
各
幼
稚
園
で
の
配
布

は
午
前
9
時
～
午
後
4
時
)
第
一

次
選
考
=
H
月
7
日
困
、
入
園
希
望

の
各
幼
稚
園
で
行
い
ま
す
問
先
=

各
幼
稚
園
(
表
2
)
ま
た
は
就
学
係
　
　
　

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
6
Q
`

表2 園児を募集する区立幼稚園中
小
企
業
・
事
業
主
の
方
へ

緊
急
年
末
資
金

年
末
の
緊
急
資
金
需
要
に
こ
た
え

る
た
め
、
緊
急
年
末
資
金
(
運
転
資

金
)
の
融
資
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。
期
間
=
1
0
月
2
8
日
～
1
2
月

5
日

限
度
額
=
3
0
0万
円

自
己
負

担
利
率
=
川
%

返
済
期
間
等
=
H

力
月
(
据
え
置
き
な
し
)

※
東
京
信

用
保
証
協
会
の
保
証
が
必
要
。
保
証

料
は
区
が
補
助

申
・
問
先
=
融
資

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
3

消
費
生
活
問
題
の

講
師
を
派
遣
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
(
2
0
人

以
上
)
内
容
=
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル

ス
、
訪
問
販
売
、
悪
質
商
法
の
手
口

と
予
防
な
ど
の
消
費
生
活
問
題
で
セ

ン
タ
ー
が
認
め
る
も
の
申
込
=
開

催
日
時
(
原
則
、
平
日
午
前
1
0
時
～

午
後
5
時
)
・
場
所
・
内
容
を
決
定
後

電
話
(
セ
ン
タ
ー
承
諾
後
、
申
請
書

を
提
出
)

※
場
所
は
申
請
者
が
用

意
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン

タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
10 月11 日

から受け付け

(仮
称
)
光
の
祭
典
募
集

□
協
賛
金
募
集

メ
イ
ン
会
場
の
元
淵
江
公
園
か
ら

竹
ノ
塚
駅
東
口
へ
の
沿
道
の
樹
木

に
、電
飾
な
ど
で
飾
り
付
け
し
ま
す
。

材
料
費
・
取
り
付
け
費
用
・
宣
伝
用

プ
レ
ー
ト
込
み
で
、
1
本
の
樹
木
に

つ
き
1
0万
円
の
協
賛
金
を
募
集
し
ま

す
。
企
業
・
個
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

□
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
画
募
集

メ
イ
ン
会
場
へ
の
沿
道
に
、
審
査

を
通
過
し
採
用
さ
仇
讀
デ
ザ
イ

。
画

を
と
り
こ
ん
だ
「
行
灯
」
を
並
べ
、

来
場
者
の
投
票
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。
な
お
、
応
募
作
品
の
著
作
権
は

区
観
光
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。
申

込
=
(

ガ
キ
裏
面
に
デ
ザ
イ
ン
画

(で
き
れ
ば
カ
ラ
ー
)
、
作
品
の
題

名
、表
面
に
応
募
者
の
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記

※
一
人
1
点
ま

で
。
重
複
申
込
は
無
効

期
限
=
H

月
8
日
必
着

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=

観
光
協
会
(

経
済
観
光

課
内
)

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

{
一
″
(
3
8
8
0
)
5
8
5
`
j

区
制
7
0周
年
記
念

第
2
2回

合
唱
祭

日
時
=
1
0月
2
7日
糾
、
午
後
2
時
開

演
(
1
時
4
0分
開
場
)

場
所
=
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

文
化
振
興
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

区
制
7
0周
年
記
念

足
立
区
民
ふ
れ
あ
い

計
算
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=

‥‥‥一
月
1
7
日
闘
、
午
前
9

時
1
5

分

場
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
親
子
の
部
…
小
・
中
学
生
と

親
ま
た
は
祖
父
母
ノ
シ
ニ
ア
大
会
・
:
6
0

歳
以
上
/

ミ
ド
ル
大
会
・
:
5
9歳
以

下

内
容
=
午
前
の
部
・
:
親
子
大

会
・
シ
ニ
ア
・
ミ
ド
ル
大
会
/
午
後

の
部
・
:
第
5
3回
珠
算
競
技
大
会
、
小

学
2
年
生
以
下
(
幼
児
可
)
/
3

年

生
/
4
年
生
/
5
年
生
/
6
年
生
/

中
学
生
/
高
校
生
∴

般

申
込
=

所
定
の
用
紙
で
申
し
込
み

期
限
=
1
0

月
2
5日

申
・
問
先
=
青
少
年
セ

ン
タ
ー

豐
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ

ー
卜
参
加
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、交

流
し
な
が
ら
音
楽
や
マ
ジ
ッ
ク
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。日
時
=
H
月
9

日
出
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場

所
=

伊

興

中
学

校

対

象
=

参
加

者
:

小

・
中

学
生

お
よ

び
養
護

学

校

在

籍
者
/

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
・
:
中

学

生

以

上

定
員
=
3
0
0
人
(
先

着
順
)

内

容
=

伊

興
中

ブ

ラ
ス

バ
ン

ド
お

よ
び

心

障
学

級
生

徒
に

よ

る
演
奏
/

古

千

谷
小

ブ

ラ

ス
バ

ン
ド
演
奏
/

マ

ジ

ッ

ク
シ

ョ
ー

ノ

う
た

っ
て

お
ど

ろ
う

他

申

込
=

電

話

ま
た

は

フ
ァ

ク
ス

・
E

メ
ー
ル

に
氏

名

、
住
所

、
電
話
番

号

、

フ
ァ

ク
ス
番

号

、
メ
ー
ル

ア

ド
レ

ス

、

学

校

、
学

年

、
性

別

、
障

害

の
有
無

、
(
I

ト

フ
ル

コ

ン
サ

ー
ト

希

望
を

明

記

※
必

要

な
方

の
み
駐

車
場

希

望

(
駐

車

台

数

に

限

り

あ

り
)

期

限
=
1
0

月
3
1
日

申

・
問
先
=

学

習

推

進

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
　

圀
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

E
メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
=
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

日
時
=
1
0月
1
9日
出
、
午
後
2
時

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

内
容
=
歌

と
音
あ
そ
び
コ
ン
サ
ー
ト

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西

保
木
間
児
童
館

豐
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

第
2
回
青
少
年
の
た
め

の
化
学
実
験
講
座

日
時
=
1
0
月
2
6
日
出
、
午
後
2
時
～

4
時
講
師
=
長
山
和
弘
氏
(
工
学

博
士
)
対
象
=
小
学
4
年
生
～
中

学
生
/
そ
の
保
護
者

※
子
ど
も
だ

け
で
も
受
講
可

定
員
=
3
0人
(
抽

選
)

内
容
=
廃
油
ロ
ー
ソ
ク
づ
く

り
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
廃
油
の
リ

サ
イ
ク
ル
方
法
を
学
ぶ

費
用
=
5
0

円
(
保
険
料
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、

保
護
者
参
加
の
有
無
を
明
記

期
限
=
1
0

月
2
2日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
-
1
7

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
参
加
者
募
集

日
時
等
=
1
0
月
1
4
日
脚
、
区
役
所
受

付
…
午
前
9
時
～
1
0
時
/
東
綾
瀬
区

民
事
務
所
受
付
…
午
前
8
時
3
0
分
～

1
0
時
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
受

付
…
午
前
9
時
4
5
分
～
1
0
時
4
5
分

申
込
=
当
日
直
接
集
合
場
所
へ

問

先
=

体
育
振
興
担
当
課
振
興
係

`
一
J
(
3
8
5
9
)
3
4
2
り
/
』

第
1
9期
あ
だ
ち
女
性

大
学
公
開
講
座

日
時
等
=
1
0月
2
3日
南
…
D
V

に
関

す
る
基
礎
知
識
/
1
1月
7
日
困
・
:
D
V

防
止
法
を
読
む

い
ず
れ
も
時
間

は
午
前
1
0
時
～
正
午

場
所
=

エ

ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

内
容
=
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
男

性
か
ら
加
え
ら
れ
る
暴
力
=
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク

ー
バ
イ
オ
レ
ン
ス
(
D
V
)

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

講
師
=

住
田
裕
子
氏
(
弁
護
士
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

※
保
育
(
6

ヵ
月
以
上
学
齢
前
)
希

望
者
は
事
前
予
約
(
定
員
8
人
)

申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

g
(
3
8
8
0
)
5
2
2

り£

綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
2
0
0
2

日
時
=
1
0月
2
7日
糾
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
2
時
3
0分

場
所
=
東
綾

瀬
公
園

内
容
=
綾
瀬
川
の
現
状
を

紹
介
し
た
展
示
/
水
質
調
査
体
験
コ

ー
ナ
ー
/
リ
サ
イ
ク
ル
エ
作
/
環
境

ク
イ
ズ
ノ
ゲ
ー
ム
な
ど

※
環
境
に

や
さ
し
い
グ
ッ
ズ
の
配
布
も
行
い
ま

す

問
先
=
河
川
浄
化

啻
(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

特
別
経
済
講
演
会

日
時
=
H
月
7
日
困
、
午
後
6
時
～

8
時

場
所
=
区
役
所

内
容
=
I
T

時
代
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
モ
ノ
づ

く
I
ト
今
こ
そ
中
小
企
業
の
高
い
技

術
力
を
活
か
す
と
き
I

講
師
=
唐

津
一
氏
(
東
海
大
学
名
誉
教
授
)

定

員
=
2
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

期
限
=
1
0月
3
1

日

申
・
問
先
=
工
業
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
Q
V
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
`
j

第
4
回
消
費
者
講
座

「
バ
ス
見
学
会
」

日
時
=
1
1
一
月
2
0
日
南
、
午
前
8
時
4
5

分
～
午
後
5
時
場
所
=
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
館
(
横
浜
市
)
・
㈱
白
洋
舎

(大
田
区
)

内
容
=
環
境
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
問
題
を
楽
し
み
な
が
ら
学

習
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
見
学

集

合
=
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=
区

内
在
住
・
在
勤
の
1
8歳
以
上
の
方

定
員
=
4
2
人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記

期
限
=
1
0月
2
5日
必
着

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1
　
　
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8

″
D

定
期
借
地
権
講
演
会

日
時
=
1
0
月
2
5
日
窗
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
3
0
分
場
所
=
区
役
所

対
象
=
未
利
用
・
低
利
用
の
土
地
を

持
っ
て
い
る
個
人
・
法
人

内
容
=

定
期
借
地
権
制
度
の
現
状
、
税
制
、

土
地
活
用
な
ど

講
師
=
山
田
晃
平

氏
(
定
期
借
地
権
普
及
促
進
協
議
会

業
務
企
画
部
長
)
/
平
川
茂
氏
(
税

理
士
)
/

小
林
秀
樹
氏
(
千
葉
大
学

工
学
部
助
教
授
)

定
員
=
3
6
人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

期
限
=
1
0

月
2
2日

申
・
問
先
=
住
宅
推
進
室

豐
(
3
8
8
0
)
5
9
5
Q

り

め
ざ
せ
　子
ど
も
　一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
司
」
か
ら
転
載
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

と
も
だ
ち
と

虫
に
負
け
じ
と

う
た
う
た
う

五
反
野
小
学
校
Iニ
左

鴨
下

裕
介

秋
晴
れ
に

元
気
に
う
な
ず
く

紅
葉
の
葉

千
寿
第
二
小
学
校
五
年

荻
野

克
眞

赤
ト
ン
ボ

夏
の
思
い
で

乗
せ
て
飛
ぶ

伊
興
中
学
校
I二
年

安
田

昭
彦

《
評

‥
　
の
つ
い
た
句
》

安
田
君
は
夏
、
ど
こ
か
で
誰
か
と
赤
ト
ン
ボ
を
見
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
思

い
出
を
具
体
的
に
表
現
で
き
れ
ば
、
も
つ
と
良
い
句
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

炎
天
寺
住
職

吉
野

孟
彦

全国一斉違反建築防止週間

10月11日(金)～17日(木)
10月17日 、違反建築取り締まりのた

め一斉公開パトロールを行います。これ
は平常の監視活動を強化し、違反建築工

事の早期発見に努め、違反のない住みよ
いまちづくりの実現をめざすものです。

皆さんのご協力をお願いします。
問先= 建築監察

掲
示

板

□
あ
し
な
み
会
み
な
く
る
バ
ザ
ー

日
時
=
1
0月
2
0日
糾
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

場
所
=
竹
の
塚
障
害
福

祉
館

内
容
=
模
擬
店
、バ
ザ
ー
(
衣

類
・
電
化
製
品
な
ど
)

問
先
=
綾
瀬

ス
マ
イ
ル
エ
房

g
(
5
6
9
7
)
5
3
8
Q
j

□
第
4
回
綾
瀬
い
っ
し
よ
祭

日
時
=
1
0
月
1
9
日
出
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

内
容
=
元
プ
ロ
野
球
選

手
に
よ
る
野
球
教
室
/
自
主
製
作
品

販
売
/
模
擬
店
な
ど

場
・
問
先
=

綾
瀬
あ
か
し
あ
園

松
尾

啻
(
5
6
8
2
)
7
2
7
n
/
-

□
か
ら
し
だ
ね
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
1
0月
2
7日
黼
、
午
前
1
0時
～

午
後
2
時

場
所
=
う
め
だ
・
あ
け

ぽ
の
学
園
/
う
め
だ
「
子
供
の
家
」

内
容
=
バ
ザ
ー
/
模
擬
店
/
キ
ッ
ス

コ
ー
ナ
ー
/
お
楽
し
み
く
じ

問
先
=

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

青
木
g
(
3
8
4
8
)
1
1
9
0

□
足
立
区
医
師
会

区
民
講
演
会

日
時
=
H
月
9
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
開
場

内
容
=
区
制
7
0
周
年
記

念
・
健
康
あ
だ
ち
2
1講
演
会
・
:
「
痴

呆
の
介
護
」
/

「
痴
呆
っ
て
ど
ん
な

病
気
?

」
場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

問
先
=
足
立
区
医
師
会

啻
(
3
8
4
0
)
2
1
1
1
-

□
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

日
時
等
=
▽
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ
リ
ン
グ

・
:昼
・
夜
の
部
(
毎
週
水
曜
日
)
/

▽
ラ
ッ
キ
ー
レ
ー
ン
・
:昼
の
部
(
毎

週
月
曜
日
)・
夜
の
部
(
毎
週
火
曜
日
)
/

▽
フ
ジ
ボ
ー
ル
・
:昼
の
部
(
毎
週

火
曜
日
)

費
用
=
I

回
千
2
0
0円(
教

本
千
円
・
貸
し
靴
別
途
)

申
・
問
先
=

足
立
区
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟

釘
本

啻
(
3
8
8
2
)
1
9
0
1

□
日
韓
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
1
0月
2
0日
回
、
午
後
1
時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル
内
容
=
講
演
/
演
奏

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ
(
無
料
)

問
先
=
足
立
区
日
韓
協
会
小
久
保
　
　
　

啻
(
3
8
8
3
)
8
4
2
1

□
高
年
齢
者
再
就
職
援
助
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
0
月
1
7
日
困
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
ェ

内
容
=
再
就
職
に
あ
た
っ
て
の
4
つ

の
ポ
イ
ン
ト

申
・
問
先
=
足
立
公

共
職
業
安
定
所

啻
(
3
8
7
0
)
8
6
0
Q
V

□
1
0月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

て
労
働
保
険
に
未
加
入
の
事
業
主

は
、至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
足
立
公
共
職
業
安
定
所

啻
(
3
8
7
0
)
8
6
0
Q

り

ま
た
は
足
立
労
働
基
準
監
督
所

啻
(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

□
下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
で
I
・
　

下
水
道
に
油
を
流
す
と
、
管
の
詰

ま
り
や
悪
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
大
雨
の
と
き
に
油
の
固
ま
り

が
流
れ
出
て
、
河
川
な
ど
を
汚
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
油
を
流
さ
な

い
よ
う
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。
問
先
=

下
水
道
局
北
部
第
二
管
理
事
務
所

啻
(
5
6
9
7
)
2
4
5

り£

□ 9/25 号のひろばに掲載された、女声合唱団「葦」定期演奏会は、当日もチケットの販売をします。 問先= 片倉03848- 3832
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区
制
7
0周
年
記
念
特
別
展

お
は
や
し
天
国
　
～
あ
だ
ち
の
郷
土
芸
能
～

1
0
月
1
6
日
～
1
2
月
1
日

区
吶
毟
は
、
各
地
に
囃
子
、
神

楽
、
獅
子
舞
な
ど
、
多
く
の
芸
能
の

団
体
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
祭

囃
子
は
3
1団
体
が
区
の
保
存
会
に
加

入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
起
源
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
1
0
0
年
以
上

に
も
わ
た
っ
て
連
綿
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

区
内
の
祭
囃
子
は
地
元
の
祭
で
活

動
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
団
体

と
技
の
交
流
を
し
た
り
、
都
心
部
の

祭
に
出
張
し
た
り
と
活
発
に
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
と
く
に
、
足
立
区
は

都
市
に
近
接
す
る
地
域
で
あ
る
た

め
、
都
心
部
の
お
祭
り
を
盛
り
上
げ

る
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
大
き
な
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
囃
子
を
中
心

に
区
内
の
郷
土
芸
能
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
ま
す
。

内
容
=
あ
だ
ち

の
郷
土
芸
能
と
そ
の
由
来
/
祭
囃
子

の
進
展
/
あ
だ
ち
の
神
楽

問
先
=

郷
土
博
物
館

g
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

開
館
時
間
=
午
前
9
時
～
午
後

5
時

※
月
曜
日
休
館
(
祝
日

の
場
合
は
翌
日
)

入
館
料
=

▽
大
人
:
2
0
0円

▽
小
・
中
学

生
:
1
0
0円

※
団
体
2
0人
以
上

は
通
常
の
半
額

無
料
公
開
日
=

第
2
土
曜
日
/
1
1一月
3
日
例
/

区
立
小
学
生
の
土
曜
・
日
曜

等
学
校
休
業
日
お
よ
び
通
常
日

(学
校
長
発
行
の
入
館
証
持

参
)
の
調
べ
学
習
は
入
館
料
免

除

▲ お祭りは若者たちの連帯を深めるもの
であり、娯楽でもあった( 糀屋囃子連中)

▲ お祭りにはお囃子!

区制70周年記念郷土芸能大会
17の保存会が技を披露するほか、出

演団体を紹介する写真展を行い ます。
問先= 郷土博物館S3620- 9393
□ 郷土芸能大会

日時=10月20日( 日) 、午前11時～午後4
時 場所= 区役所庁舎 ホール 内容=
お囃子の演奏/ 獅子舞
□ 写真展
期間=10月14日～20日場所=区役所
1 階区民ロビ ー
□ 郷土芸能鑑賞会

日時=11 月3 日椥、午前10時・11時
場所= 郷土博物館中庭 出演= 高砂祭
囃子保 存会/ ニ ツ家箕濃 が谷囃子 連
中・大谷田隅田囃子連中
口 特別展講演会

日時=11月17日( 日) 、午後2時～3時30
分 場所= 郷土博物館 内容= 江戸の
祭囃子 講師= 中村規氏( 都市民俗研
究所所長) 定員=100 人( 先着順)

費用= 無料 申込= 電話 ※ 10 月11 日
より受け付け

第
1
9回
都
内
一
斉
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
困
り
ま
す
!
自
転
車
置
き
ざ
り
、知
ら
ん
ぷ
り
」

自
転
車
の
放
置
は
、
駅
周
辺
の
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
ば
か
り
か
、
歩
行

者
の
通
行
を
妨
害
し
、
災
害
時
の
避

難
経
路
を
ふ
さ
ぐ
な
ど
、
非
常
に
危

険
な
行
為
で
す
。
駅
近
隣
の
方
は
歩

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自

転
車
は
駐
輪
場
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

口
放
置
自
転
車
の
一
掃
を
め
ざ
し
て

「
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

期
間
=
1
0
月
2
2
日
～
3
1
日
内
容
=

区
内
主
要
駅
頭
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(表
I
)
/

放
置
自
転
車
な
ど
の
街

頭
指
導
強
化
/
ポ
ス
タ
ー
・
横
断
幕

の
掲
示

問
先
=
自
転
車
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

表1 駅頭キャンペーン日程

※ いずれも時間は、午前10時

お休みします
口庁舎ホール駐車場・展望レストランなど
10月12日出・13日(日)は、電気設備点検のため、区

役所全館を閉館します。当日は、庁舎ホール・区民
ロビー・駐車場・展望レストランも、ご利用になれ
ません。 問先= 庁舎管理課管理係

7?3880- 5824
口佐野図書館・佐野住区センターおよび佐野地域学
習センター
施設改修工事のため長期間休館になります。期
間=11月1日～30日問先=▽ 図書館について…中
央図書館管理調整係05813 ―3749
▽ 住区センターについて… 住区推進課事業調整係

B3880- 5858
※ 佐野区民事務所は、通常通り利用できます

□ 生涯学習振興公社の総合受付システム
電気設備点検のため保養所、屋外スポーツ施設の
受け付けを休止します。 日時=10 月12日出 問先=
生涯学習振興公社学習広報課B5813- 3700

緊急医療機関のご案内
都・保健医療情報センター( 愛称・ひまわり)
による情報案内と相談をご活用ください。
□ 24時間医療機関案内
内容= 都内の医療機関の所在地、電話番号、診療
科目、診療時間・曜日など05272- 0303

S5285- 8080
アドレス=ht t p: / / hi mawar i

徒t okyo- hpc徒or . j p
[ >携帯電話からは、
アドレス=ht t p: / /m- hi mawar i . t okyo- hpc. or ・j p
□ 休日夜間診療案内
内容= 平日の夜間、休日に、入院治療を必要とす
る救急患者に対応できる医療機関
05272- 0303
□ 保健医療福祉相談
日時=月曜～金曜日(祝日除く)、午前9時～午後
8時 内容= 保健医療にかかわる様々な電話相談

と面接相談( 要予約) H5272- 0303
《衛生管理課》

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係3880- 5815

足 立区で　買おう　食べよう　頼もう

地域の活力は まちのにぎわいから
あなたの消費が まちのにぎわいを育てます

≪産業振興課≫

足立音頭も復活!
まちは、祭りで大にぎわい

卜「おばけ煙突」など、なつかしいま

ちの風景が歌詞に織り込 まれた

元祖「足立 音頭」が、この日復

活。「お かめ・ひょっとこ元気連」

などの千住の皆さんによる流し

踊り

1 まちの子どもたちも、

元気に流し踊りに参加

▲ ・・威勢の良い神輿が練り歩く　
(千住-～五丁目)

フ
ェ
ス
タ
・
デ
・
バ
ン

ブ
ー
2
0
0
2

9
月
1
4日
、
竹
の
塚
ひ
ま
わ
り
園
で
日
ご

ろ
の
感
謝
と
祭
り
を
と
お
し
て
施
設
の
利
用

者
と
地
域
の
人
た
ち
の
交
流
を
深
め
よ
う
と

「
フ
ェ
ス
タ
ー
デ
ーバ
ン
ブ
ー
2
0
0
2
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
回
目
の
こ
の
お
祭
り
、
今
年
は
施
設
利

用
者
の
足
立
美
穂
さ
ん
が
提
案
し
た
「
フ
ェ

ス
タ
D
E

も
っ
と
も
っ
と
広
が
り
を
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ツ

夕
日
本
代
表
と

な
っ
た
中
田
大

輔
選
手
の
模
範

演
技
や
手
づ
く

り
パ
ン
教
室
、

陶
芸
教
室
、
音

楽
発
表
会
な
ど

が
行
な
わ
れ
障

害
者
と
と
も
に

楽
し
み
ま
し

た
。

▲ 多く の人が足を運びました

第
3
1回
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
兼

第
5
回
バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
ー
ト
ル

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

9
月
1
5日
、
荒
川
河
川
敷
で
第
3
1回
タ
ー
ト
ル
マ

ラ
ソ
ン
兼
第
5
回
バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
4
千
5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
中
高
年
の
健
康
ラ
ン
ニ
ン
グ
へ
の

参
加
促
進
と
と
も
に
、
健
康
を
め
ざ
し
た
市
民
ラ
ン

ナ
ー
の
普
及
・
発
展
と
を
目
的
に
順
位
や
記
録
を
競

わ
な
い
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
、
ま
た
健
常
者
も
身
体
の

不
自
由
な
人
も
一
緒
に
走
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
大
会
も

兼
ね
た
大
会
で
す
。

今
年
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
に
地
雷
で
下
半
身
を

失
い
な
が
ら
も
腕
だ
け
で

ア
メ
リ
カ
横
断
や
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
を

完
走
し
た
「
ボ
ブ
ー
ウ
ィ

ー
フ
ン
ド
」
さ
ん
も
ア
ー

リ
ー
ス
タ
ー
ト
で
参
加
。
5

キ
ロ
を
約
7
時
間
半
か

け
て
完
走
し
ま
し
た
。

▲ ゆっくり、自分のペースで

古紙配合率75% 再生紙を使用しています F. M285, 400


